
72

著
作
を
引
用
し
、
ハ
ー
ン
が
、
ミ
ュ
ラ
ー
翻
訳
の
『
金
剛
般
若
経
』
と
共
に

同
書
を
引
用
、
参
照
し
た
状
況
を
確
認
し
た
い
。

一
　
黒
田
眞
洞
と
そ
の
思
想
背
景
に
つ
い
て

　
黒
田
眞
洞（
一
八
五
五
年
二
月
十
五
日
生
、一
九
一
六
年
一
月
二
十
五
日
没
）

は
、
幕
末
か
ら
大
正
初
期
ま
で
の
大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
で
育
ち
、
一
八

九
七
年
か
ら
は
浄
土
宗
の
宗
務
執
綱
を
務
め
る
な
ど
宗
制
の
整
備
等
に
大
き

な
業
績
を
の
こ
し
た
。
又
、
一
八
八
七
年
に
浄
土
宗
の
宗
学
本
校
の
校
長
に

な
る
な
ど
浄
土
宗
の
教
育
制
度
の
整
備
に
も
尽
力
し
、
当
時
の
宗
教
界
全
体

の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
黒
田
の
思
想
が
養
わ
れ
た
時
代
は
維
新
前
後
の
廃
仏
な
ど
、
仏
教
界
で
の

混
乱
の
時
期
と
も
重
な
り
、
当
時
の
教
育
に
関
し
て
知
る
手
掛
か
り
は
少
な

い
が
、
明
治
十
年
に
智
積
院
の
弘
現
が
行
っ
た
講
義
の
聞
き
書
き
を
、
黒
田

自
身
が
製
本
し
保
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
成
唯
識
論
述
記
聴
書
』
と
題

は
じ
め
に

　
黒
田
眞
洞
と
そ
の
主
著
と
さ
れ
る
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
つ
い
て
、
知
る

人
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
文
学
の
論
評
に
お
い
て
は
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
の
作
品
内
に
引
用
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
村
井
文
夫
が
取
り
上

げ
て
い
る
。「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
仏
教
）
1
（

」
に
お
い
て
、
八
雲
が
大
き

な
影
響
を
受
け
た
黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
関
し
、
一
章
を
割
い
て
述

べ
「『
大
乗
佛
教
大
意
』
は
、
当
時
の
日
本
の
仏
教
が
進
も
う
と
す
る
一
つ
の

方
向
に
強
く
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
一
般
的
概
説
書
、
入

門
者
向
け
の
解
説
書
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。」
と
結
ん
で
お

り
、
明
治
の
仏
教
界
の
進
む
方
向
性
を
示
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
黒
田
眞
洞
の
思
想
背
景
及
び
、
当
該
著
作
と
合
わ
せ
、
黒
田
の
第
二

作
目
の
『
仏
陀
の
光
』
に
就
て
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
『
東
方
聖
典
』
第
四
九
巻
）
2
（

に
お
い
て
当
該

鷹
　
司
　
誓
　
榮
　

〈
研
究
論
文
６
〉

　
黒
田
眞
洞
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
よ
る
日
本
仏
教
理
解
の
促
進

─
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
『
東
方
聖
典
』
へ
の
引
用
を
介
し
て
の

　
　
　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
仏
教
観
へ
の
影
響

─
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い
た
黒
田
に
、
こ
こ
へ
何
を
し
に
来
た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
、「
浄
土
宗
の
学
問

を
し
に
来
た
。」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
た
め
に
は
性
相
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
泉
涌
寺
へ
行
け
」
と
い
わ
れ
、
聞
声
は
こ
れ
に
従
い
泉

涌
寺
で
男
僧
に
交
じ
り
一
人
尼
僧
と
し
て
性
相
を
学
ん
だ
と
い
う）

3
（

。

　
こ
の
事
か
ら
も
、
黒
田
が
俱
舎
、
唯
識
の
思
想
基
盤
を
第
一
義
的
に
重
視

し
、
小
乗
、
大
乗
の
分
岐
点
と
な
る
思
想
の
違
い
に
つ
い
て
は
体
得
し
て
い

た
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
い
わ
ば
仏
教
学
の
原
点
重
視
を
、
後
進
の
指
導
に

お
い
て
も
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
ま
た
、
黒
田
の
思
想
傾
向
を
示
す
資
料
と
し
て
、
今
岡
達
音
の
「
黒
田
眞

洞
上
人
）
4
（

」
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
老
師
起
信
の
見
得
は
、
華
厳
事
理
無
礙
法

界
の
批
判
に
依
り
て
、
解
会
せ
ら
れ
た
る
者
の
如
し
。」
と
あ
り
、
黒
田
の
大

乗
仏
教
の
理
解
の
根
底
は
華
厳
教
学
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
浄

土
律
僧
、
普
寂
な
ど
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
普
寂

の
影
響
に
関
し
て
は
、
西
村
怜
の
研
究
）
5
（

に
よ
る
よ
う
に
、
江
戸
期
よ
り
大
乗

非
仏
説
論
や
『
天
経
惑
問
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
批
判
に
対

し
既
に
普
寂
ら
の
護
法
論
、
華
厳
等
の
研
究
に
依
っ
た
独
自
の
日
本
仏
教
思

想
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
黒
田
も
そ
の
系
譜
の
中
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
江
戸
期
の
仏
教
研
究
を
基
盤
と
し
た
黒
田
の
思
想
を
通
し
て
、
近
世

と
現
在
の
思
想
界
を
結
ぶ
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
の
思
想
、
哲
学
、
宗
教
の

歴
史
的
理
解
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
日
本
の
近
代
仏
教
学
は
、
一
般
的
に
、
原
始
仏
教
主
義
の
西
欧
の
影
響
を

受
け
て
江
戸
時
代
の
原
始
的
な
状
態
か
ら
抜
け
出
し
確
立
し
た
と
考
え
る
向

き
が
多
い
。
し
か
し
実
際
に
は
江
戸
時
代
の
仏
教
思
想
は
、
檀
林
教
育
、
ま

た
宗
派
を
超
え
た
教
育
環
境
を
背
景
に
非
常
に
高
度
に
発
達
し
た
も
の
で
あ

す
る
資
料
が
手
許
に
あ
る
。
扉
に
「
明
治
十
年
四
月
十
日
ゟ
至
十
一
月
三
日
」

と
正
確
に
期
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
冒
頭
に
「
明
治
十
年
丑
四
月
十
一
日
開
筵

于
華
頂
山
　
前
智
積
院
弘
現
大
和
尚
説
」
と
あ
り
、
こ
の
期
間
に
華
頂
山
即

ち
知
恩
院
に
お
い
て
講
義
が
あ
り
、
黒
田
が
受
講
し
て
い
た
こ
と
、
当
時
宗

派
を
超
え
た
講
義
が
知
恩
院
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

黒
田
の
蔵
書
中
の
『
成
唯
識
論
述
記
』
第
一
の
巻
末
に
は
、「
明
治
十
五
年

九
月
三
十
八
席
講
此
巻
単
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十
八
年
ま
で
四
度
の

講
義
が
行
わ
れ
講
了
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
き
入
れ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
年
に
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
講
義
を
受
け
て
以
来
、
自
ら
明
治
十
五

年
か
ら
二
十
八
年
ま
で
は
講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
間

十
八
年
間
、『
成
唯
識
論
述
記
』に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

　
も
う
一
点
、
黒
田
の
蔵
書
中
、
普
寂
の
著
書
で
あ
る
『
摂
大
乗
論
釈
略
疏
』

分
科
の
巻
の
見
返
し
に
黒
田
の
筆
跡
に
て
「
徳
門
和
上
一
代
ノ
著
述
若
干
部

一
々
看
ル
ニ
暇
ア
ラ
ス
摂
論
ノ
疏
ノ
如
キ
ハ
実
ニ
希
代
ノ
重
宝
人
多
之
ヲ
知

ラ
ス
書
肆
ニ
并
テ
一
本
ヲ
得
　
後
人
之
ヲ
述
時
高
僧
ノ
著
シ
タ
ル
書
ト
同
一

視
ス
ヘ
カ
ラ
ス
著
述
中
ノ
可
否
ハ
学
者
ノ
取
捨
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
一
任
ス
唯
取
釈

ノ
論
本
ト
共
ニ
珍
宝
ス
ヘ
シ
摂
論
ノ
釈
ハ
天
下
只
此
疏
ア
ル
耳
　
明
治
二
十

六
年
六
月
　
沙
門
眞
洞
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
普
寂
の
『
摂
大
乗
論
釈
略

疏
』
を
『
摂
大
乗
論
』
の
最
も
優
れ
た
解
説
と
尊
重
す
る
姿
勢
か
ら
浄
土
律

の
影
響
を
深
く
受
け
て
お
り
、
唯
識
と
華
厳
の
思
想
は
黒
田
の
思
想
の
基
盤

に
あ
っ
た
と
い
え
、
又
、
研
究
態
度
に
つ
い
て
も
自
主
性
と
効
率
を
重
視
し

た
と
推
察
で
き
る
。

　
又
、
後
に
淑
徳
女
学
校
設
立
な
ど
日
本
女
子
教
育
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
輪

島
聞
声
が
知
恩
院
内
の
大
学
林
に
通
っ
た
際
に
、
当
時
そ
こ
で
講
師
を
し
て
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田
は
十
分
に
踏
ま
え
、
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
大
乗
仏
教
大
意
』
は
、
緒
言
、
第
一 

施
教
綱
領
、
第
二 

解
脱
涅
槃
、

第
三 

業
報
因
果
、
第
四 

染
浄
因
縁
、
第
五 

万
法
唯
心
、
第
六 

宗
派
異
同
、

の
構
成
で
、
仏
教
の
根
本
思
想
に
つ
い
て
は
、
第
二
か
ら
第
五
の
四
つ
の
章

で
説
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
翻
訳
過
程
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
浄
土
教
報
』
の
後
年
の
記
事
）
8
（

に

よ
る
と
萩
原
雲
来
、
望
月
信
亨
等
後
の
錚
々
た
る
学
者
が
関
わ
っ
て
お
り
、

皆
に
海
外
へ
の
仏
教
伝
道
に
対
す
る
意
気
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
黒
田
の
教
義
解
説
が
西
欧
に
お
い
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
科

学
理
論
、
歴
史
的
思
考
に
対
し
て
の
宗
教
、
信
仰
、
倫
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
思
索
が
、
日
本
国
内
で
既
に
、
西
欧
諸
国
に
劣
ら
ず
独
自
に
熟
成
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

三
　
第
二
作
の
『
仏
陀
の
光
』
に
つ
い
て

　『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
国
内
外
の
評
価
と
し
て
、
黒
田
の
仏
教
紹
介
書
の

第
二
作
、『
仏
陀
の
光
』
に
つ
い
て
さ
ら
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
一
九

〇
三
年
大
阪
で
行
わ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
の
配
布
を
目
的
に
浄

土
宗
第
六
教
務
所
の
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
黒
田
の
先
の
著
作
『
大
乗
仏

教
大
意
』
の
反
響
が
大
き
く
、
第
二
作
の
要
望
と
な
り
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

博
覧
会
は
最
後
に
し
て
最
大
の
内
国
博
と
な
り
、
五
百
三
十
万
人
以
上
の
入

場
が
あ
っ
た
。

　
概
要
は
、
緒
言
に
お
い
て
小
乗
と
大
乗
の
違
い
に
つ
い
て
業
因
業
果
、
生

死
論
、
無
我
論
、
空
有
の
論
の
各
論
点
で
の
比
較
を
行
い
、
第
一
章
に
お
い

て
仏
教
の
教
旨
を
述
べ
る
中
で
も
空
を
説
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た
内
容

っ
た
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
雲
藤
義
道
は
、
明
治
の
日
本
仏
教
界
に
つ
い
て
「
長
い

歴
史
の
伝
統
に
か
ら
ま
れ
て
、
た
だ
ち
に
近
代
的
仏
教
の
成
果
た
る
原
始
仏

教
主
義
、
あ
る
い
は
根
本
仏
教
主
義
に
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た）

6
（

。」
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
『
東
方
聖
典
』
第
四
九
巻
で

黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
を
引
用
し
、
自
ら
の
経
典
翻
訳
の
理
解
の
正
し

さ
の
裏
付
け
と
し
た
こ
と
は
、
西
欧
の
原
始
仏
教
主
義
を
転
換
さ
せ
大
乗
仏

教
思
想
の
理
解
を
促
進
さ
せ
た
と
い
え
る
。
長
い
歴
史
の
伝
統
に
培
わ
れ
た

日
本
仏
教
思
想
の
紹
介
に
よ
り
、
原
始
仏
教
主
義
か
ら
大
乗
思
想
の
理
解
へ

と
目
を
向
け
さ
せ
た
時
代
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
で
の
万
国
宗
教
会
議
に
際
し
て
配
布
す

る
目
的
で
仏
教
学
会
が
翻
訳
を
行
っ
た
も
の
で
、
英
文
は
僅
か
二
十
七
頁
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
形
式
で
、
日
本
大
乗
仏
教
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
万
国
宗
教
大
会
は
世
界
の
各
宗
教
の
代
表
者
の
参
加
を
募
り
、
世
界
で
の

宗
教
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
日
本
仏
教
界
も
宗
派
を
超
え
た
日

本
仏
教
と
し
て
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
参
加
の
目
的
と
し
た
。
当
該
著
作
の

表
紙
に
も
校
閲
者
と
し
て
天
台
宗 

櫻
木
谷
慈
薫
、
真
言
宗 

釋
雲
照
、
臨
済

宗 

釋
宗
演
、
曹
洞
宗 

高
田
道
見
、
真
宗 

村
上
専
精
と
当
時
の
錚
々
た
る

各
宗
の
代
表
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
お
い
て
は
、
事
前
に
そ
の
主
旨
が
通
達
さ

れ
て
お
り
、『
浄
土
教
報
』
に
も
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
趣
旨

の
一
つ
に
、「
唯
物
的
哲
学
に
抗
敵
す
る
」
目
的
も
あ
っ
た）

7
（

。
こ
の
主
旨
を
黒
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四
　
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
引
用
に
つ
い
て

　
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
『
大
乗
仏
教
大
意
』
を
『
金
剛
般
若
経
』
の
翻

訳
に
関
し
て
の
参
考
に
し
て
い
る
。
一
八
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
東
方
聖

典
』
第
四
九
巻
に
『
大
乗
仏
教
大
意
』、
第
五
「
万
法
唯
心
」
を
ほ
ぼ
一
章

全
文
に
わ
た
り
引
用
し
て
い
る）

2
（

。
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
開
催
の
翌
年
の
出

版
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
初
め
て
本
格
的
に
日
本
の
大
乗
仏
教
思
想
を
取
り

込
ん
で
大
乗
仏
典
が
翻
訳
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
黒
田
の
引
用

に
至
る
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　『
金
剛
般
若
経
』
は
、
日
本
で
は
真
言
宗
を
中
心
に
広
く
読
ま
れ
る

基
本
的
経
典
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
、
中
国
語
、
チ
ベ
ッ

ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
満
州
語
と
広
く
翻
訳
、
普
及
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
、
中
国
語
か
ら
の
英
訳
は
、Rev. S. Beal

に
よ
りJournal of 

the Royal Asiatic Society, 1864

│5

に
て
出
版
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、

お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
の
独
語
訳
は
、
一
八
三
七
年
にM

. Schm
idt

に
よ
り
、M

ém
oires de I’Académ

ie de St. Pétersbourg

第
４
巻

一
八
六
頁
に
掲
載
さ
れ
、M

, de H
arlez

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
の

仏
語
訳
を
一
八
九
三
年
にJournal Asiatique

に
発
表
す
る
等
、
既
に

多
く
の
欧
米
語
の
翻
訳
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
翻
訳
で

は
こ
の
経
典
の
真
意
を
欧
米
人
が
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、

繰
り
返
し
の
多
い
経
典
の
形
式
か
ら
も
字
義
通
り
の
翻
訳
で
は
ナ
ン
セ

ン
ス
に
響
い
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
ミ
ュ
ラ
ー
は
一
八
九
三
年
九
月
の
シ

カ
ゴ
で
の
万
国
宗
教
大
会
で
こ
の
経
典
の
伝
え
る
大
乗
仏
教
の
思
想
は

現
在
の
日
本
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
、
ご
く
一
般
的
、
基
礎
的
な
思
想
で

で
あ
り
、
本
文
四
十
二
頁
の
内
の
半
分
以
上
に
わ
た
る
二
十
三
頁
を
割
い
て

い
る
。
日
本
仏
教
を
、
す
な
わ
ち
大
乗
と
い
う
大
き
な
視
野
で
捉
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
注
目
点
は
、
高
楠
順
次
郎
、
南
條
文
雄
が
校
閲
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
高

楠
、
南
條
は
共
に
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
浄
土
教
聖
典
編
纂
の
翻
訳
に
携
わ
っ
て

お
り
、
黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
当
時
の
ミ
ュ
ラ
ー
へ
の
大
き
な
影
響

を
熟
知
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
英
文
を
ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド
が
校
閲
を
し
て
い
る
。
ロ
イ
ド
は

英
国
国
教
会
の
Ｓ
Ｐ
Ｇ
宣
教
師
と
し
て
一
八
八
四
年
来
日
し
英
語
教
育
、
仏

教
研
究
の
第
一
人
者
で
、
一
九
〇
三
年
か
ら
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
後
任

と
し
て
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接

点
を
求
め
て
仏
教
研
究
を
行
い
そ
の
著
作
は
今
も
多
く
の
研
究
者
に
読
ま
れ

て
い
る）

9
（

。

　
黒
田
は
、
こ
の
著
書
で
、
凡
例
の
第
一
に
「
本
書
記
載
す
る
所
の
仏
教
の

教
旨
と
実
行
の
解
釈
は
専
ら
支
那
伝
訳
の
経
律
論
に
依
り
其
意
を
斟
酌
し
簡

裁
に
叙
述
し
た
る
も
の
に
し
て
毫
も
私
意
を
挟
ま
ず
。」
と
記
し
て
お
り
、
あ

く
ま
で
伝
来
の
経
論
の
伝
統
的
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
。

　
こ
の
『
仏
陀
の
光
』
も
好
評
で
、
当
時
在
独
の
渡
辺
海
旭
に
二
百
部
が
送

ら
れ
、
欧
州
各
国
の
図
書
館
等
へ
配
布
さ
れ
好
評
を
得
て
、
当
時
ド
イ
ツ
に

結
成
さ
れ
て
い
た
伝
道
会
の
ザ
イ
デ
ン
・
ス
テ
ュ
ッ
カ
ー
に
よ
り
第
一
作
の

『
大
乗
仏
教
大
意
』
と
合
わ
せ
速
や
か
に
独
訳
の
運
び
と
な
っ
た
。
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か
ら
も
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ュ

ラ
ー
が
黒
田
の
著
書
か
ら
の
引
用
を
既
に
『
東
方
聖
典
』
に
掲
載
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ミ
ュ
ラ
ー
が
黒
田
の
文
章
を
参
考
引
用
し
た
事
も
、
ハ
ー
ン
は
、
当
然
読

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
か
ら
の
引
用
内
容
を
見
る
と
、
当
時
の
西

欧
の
仏
教
理
解
に
お
い
て
は
、
涅
槃
を
す
べ
て
の
消
滅
と
考
え
た
場
合
、
魂

の
永
遠
性
の
否
定
と
な
り
、
さ
ら
に
輪
廻
転
生
の
主
体
の
消
滅
と
な
る
と
し

て
矛
盾
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
単
純
な
分
析
で
は
あ
る
が
、

黒
田
の
概
説
で
の
「
業
」
の
概
念
に
お
い
て
そ
の
問
題
を
解
決
し
得
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
の
主
旨
の
一
つ
、「
不
滅
の
霊

魂
」
の
解
決
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　『
日
本
│
一
つ
の
試
論
』
は
、
ハ
ー
ン
が
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
諭
の
契
約

を
解
除
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
講
演
を
行
う
予
定
で
、
そ
の
原
稿
と
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る）

14
（

、
田
部
隆
二
は
日
本
に
つ
い
て
の
卒
業
論
文
と
も

評
し
て
い
る
。
そ
こ
で
も
黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
が
唯
一
の
参
考
文
献

と
な
っ
て
い
る
。
当
著
作
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
な
ど
の
哲
学

解
釈
を
参
照
し
て
い
る
が
、
日
本
の
仏
教
書
で
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

黒
田
の
著
書
の
み
で
あ
る
。
十
三
年
の
日
本
滞
在
中
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
者

会
議
も
あ
り
、
英
文
、
仏
文
の
日
本
仏
教
紹
介
書
は
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る

が
黒
田
の
著
書
の
み
が
、
参
照
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
で
の
仏
教
理
解
の
一
番

の
問
題
点
、
霊
魂
の
消
滅
そ
し
て
、
唯
物
史
観
に
対
し
て
の
社
会
倫
理
規
範

を
模
索
す
る
中
で
、
黒
田
の
説
く
「
業
」
の
観
念
を
用
い
る
こ
と
で
こ
れ
を

解
決
し
て
い
っ
た
の
が
ハ
ー
ン
の
特
徴
と
い
え
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、
ハ
ー
ン
が
「
涅
槃
」
に
三
か
所
引
用
し
た
「
金
剛
般
若
経
」
の
原

あ
る
こ
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
会
会
場
で
は
、
黒
田

眞
洞
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
日
本
の
六
宗
派
の
学
者
等
に
よ
っ
て
厳
密
に

校
閲
さ
れ
た
大
乗
仏
教
の
概
要
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
示
さ

れ
た
基
本
原
理
の
解
説
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
ミ
ュ
ラ
ー
自
身
が
行
っ

た
翻
訳
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
で
き
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　
当
時
『
東
方
聖
典
』
に
は
、
多
く
の
学
者
が
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
日
本
在
住
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
も
そ
の
読
者
で
あ
っ
た
。

彼
の
蔵
書
の
中
に
も
こ
の
『
東
方
聖
典
』
四
九
巻
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る）

10
（

。
五
　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
引
用
に
つ
い
て

　『
仏
の
畑
の
落
穂
』
所
収
「
涅
槃
）
11
（

」
と
『
日
本
│
一
つ
の
試
論
』
所
収
「
大

乗
仏
教
）
12
（

」
に
つ
い
て
『
大
乗
仏
教
大
意
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
竹
内
信
夫

は
「
ハ
ー
ン
の
『
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
』
に
つ
い
て）

13
（

」
に
お
い
て
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
は
、
こ
と
の
ほ
か
に
、
仏
教
に
お
け
る
『
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
』
の
意
味
す

る
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、

一
般
的
趨
勢
と
し
て
、
再
び
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
う
ち
に
狭
く
閉
じ
込

も
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
に
、
ハ
ー
ン
の
こ
の
よ
う
な
異
文
化
に
対
す
る
真

摯
な
関
心
は
む
し
ろ
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
仏
教
に
お
け
る
「
涅

槃
」
の
概
念
の
理
解
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ン
が
重
き
を
置
く
こ
の
一
篇
の
作
品
が

「
ハ
ー
ン
の
二
十
年
間
に
わ
た
る
「
仏
教
研
究
」
の
結
論
」
と
し
て
の
位
置
を

占
め
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　
竹
内
は
、
ハ
ー
ン
が
黒
田
眞
洞
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
か
ら
、
さ
ら
に
ま

た『
東
方
聖
典
』第
四
九
巻
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
翻
訳
の『
金
剛
般
若
経
』



77 │ 黒田眞洞『大乗仏教大意』による日本仏教理解の促進

而
し
て
造
業
無
量
、
牽
纏
相
引
て
窮
極
あ
る
こ
と
な
し
。
過
去
の
過
去
際
を

推
す
も
、
そ
の
始
を
知
ら
ず
。）
と
い
う
部
分
を
引
い
て
註
に
上
げ
て
い
る
。

第
三
章
の
冒
頭

“O
 Subhûti, if I had had an idea of being of a living being, or 

of a person, I should also have had an idea m
alevolence

…A 
gift should no be given by any one w

ho believes in form
, 

sound, sm
ell, taste, or anything that can be t

）
17
（

ouched.”

　
こ
の
章
で
は
『
大
乗
仏
教
大
意
』
第
二
章
「
解
脱
涅
槃
」
か
ら
「To 

reach the state of the perfect and everlasting happiness; this is the 
highest N

irvāna.  For then all m
ental phenom

ena, such as desires, 
etc., are annihilated.  A

nd as such m
ental phenom

ena are 
annihilated, there appears true nature of m

ind w
ith all its 

innum
erable functions and m

iraculous actions.

」（
一
切
縛
着
の
苦
悩

を
解
脱
し
て
究
竟
の
楽
を
得
る
を
大
般
涅
槃
と
な
す
。
癡
愛
等
の
心
相
悉
く

滅
す
れ
ば
な
り
。
癡
愛
の
心
相
滅
す
る
が
故
に
、
心
性
顕
現
し
て
無
量
の
徳

相
を
具
へ
難
思
の
業
用
を
示
現
す
。）
と
い
う
部
分
を
註
に
示
し
て
い
る
。
先

の
章
に
述
べ
た
こ
と
に
続
き
涅
槃
に
よ
り
滅
し
た
後
に
仏
性
が
顕
現
す
る
と

い
う
仏
性
の
絶
対
性
を
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
根
幹
と
し
て
捉
え
て
ゆ
く
。

　「
涅
槃
」
収
録
の
『
仏
の
畑
の
落
穂
』
は
、
一
八
九
七
年
の
出
版
で
、
マ
ッ

ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
『
金
剛
般
若
経
』
翻
訳
か
ら
三
年
程
後
で
あ
る
。
ハ
ー

ン
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
の
『
金
剛
般
若
経
』
の
前
書
中
の
黒
田
の
引
用
も
注
意
深

く
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ュ
ラ
ー
の
引
用
と
は
別
の
部
分

か
ら
独
自
に『
大
乗
仏
教
大
意
』の
引
用
も
行
っ
て
お
り
、『
大
乗
仏
教
大
意
』

を
自
ら
も
日
本
仏
教
理
解
の
手
引
書
と
し
て
熟
読
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

文
な
ど
を
合
わ
せ
た
具
体
的
考
察
を
加
え
て
お
く
。

第
一
章
の
冒
頭

“It is not possible Subhûti, that this treatise of the Law
 should 

be heard by beings of little faith, by those w
ho believe in Self, 

in beings, in living beings, and in p

）
15
（

ersons.”

　
先
ず
第
一
に
「
自
我
（Self

）」
の
実
在
を
否
定
し
、「
業
（Karm

a

）」
か
ら

自
意
識
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
仏
教
哲
学
に
お
い
て
個
人
の
輪
廻
、

霊
魂
の
永
遠
性
の
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
自
我
、
自
己
と
い
う
概
念
と

そ
の
否
定
が
涅
槃
理
解
の
中
心
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
章
の
冒
頭

“O
 Bhagavat, the idea of a self is no idea; and the idea of a 

being, or a living person, or a person is no idea.  And w
hy?  

Because the blessed Buddha are freed from
 all i

）
16
（

deas.”

　
こ
の
章
は
西
欧
で
「
我Ego

」
と
し
て
い
る
も
の
が
、
一
時
的
集
合
体
「
業

我
（Karm

a -Ego

）」
で
あ
り
不
断
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
変
の
個
性

が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
こ
で
黒
田
の
『
大

乗
仏
教
大
意
』
第
三
章
「
業
報
因
果
」
か
ら
「The aggregate actions of 

all sentient beings give birth to the varieties of m
ountains, rivers, 

countries, etc. Their eyes, noses, ears, tongues, and bodies, as w
ell 

as their garden, w
oods, farm

s, residences, servants, and m
aids, 

m
en im

agine to be their ow
n possessions; but they are in truth, 

only results produced by innum
erable actions

」（
今
我
が
現
生
は
過

去
の
業
影
な
り
。
業
影
を
執
て
自
身
と
思
ひ
、
内
に
し
て
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、

身
、
外
に
し
て
園
林
、
田
宅
、
僕
僮
、
婢
妾
、
我
が
所
有
の
思
ひ
を
な
す
。
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て
窮
極
あ
る
こ
と
な
し
。過
去
の
過
去
際
を
推
す
も
其
始
め
を
知
ら
ず
、

故
に
無
始
生
死
と
言
い
、
未
来
の
未
来
際
を
窮
む
る
も
亦
其
終
り
を
見

ず
」

　
日
本
仏
教
の
解
説
で
あ
り
、
特
定
の
仏
教
概
念
を
解
説
す
る
目
的
で
は
な

い
と
い
う
こ
の
論
考
の
特
徴
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ハ
ー
ン
が
「
涅
槃
」

に
お
い
て
行
っ
た
よ
う
な
多
数
の
経
典
や
経
論
等
か
ら
の
引
用
は
こ
こ
で
は

見
ら
れ
な
い
。
業
と
い
う
概
念
が
ハ
ー
ン
の
一
つ
の
解
決
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
論
考
で
の
ハ
ー
ン
の
目
的
は
、「
仏
教
哲
学
の
結
論
と
西
洋
の
現
代
思
想

の
結
論
と
の
間
に
は
、
あ
る
近
似
点
が
あ
る
と
い
う
問
題
だ
け
を
と
り
あ
げ

る
）
18
（

。」
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
考
の
結
論
と
し
て
「
業
」
の
観
念
を

「
宇
宙
の
道
徳
律
、
未
来
に
対
す
る
現
在
の
倫
理
的
責
任
、
あ
ら
ゆ
る
思
考

と
行
為
が
無
量
の
結
果
を
生
む
」
と
言
い
換
え
、
日
本
と
西
欧
の
宗
教
の
違

い
が
、「
思
想
の
象
徴
と
様
式
の
点
で
ど
れ
ほ
ど
深
か
ろ
う
と
も
、
両
者
が
到

達
す
る
道
徳
上
の
結
論
は
大
きマ

マ
に
同
じ
）
19
（

」
と
述
べ
て
い
る
。「
業
」
に
倫
理
的

意
味
を
持
た
せ
、
当
時
の
唯
物
史
観
に
対
し
、
行
動
規
範
と
し
て
の
観
念
と

共
に
宗
教
的
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

終
わ
り
に

　
黒
田
の
思
想
基
盤
で
あ
る
江
戸
期
の
仏
教
教
学
は
唯
識
、
華
厳
教
学
を
基

盤
と
し
た
も
の
で
、
江
戸
浄
土
律
の
影
響
が
残
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
よ

り
の
伝
統
教
学
の
基
本
と
も
い
え
る
仏
教
紹
介
書
が
、
当
時
の
い
わ
ば
精
鋭

の
学
者
た
ち
の
翻
訳
を
経
て
、
大
乗
仏
教
の
基
本
的
理
解
を
世
界
に
広
め
て

い
っ
た
一
例
が
確
認
で
き
た
と
考
え
る
。
博
覧
会
の
時
代
と
い
わ
れ
た
明
治

期
に
、
黒
田
の
第
二
作
『
仏
陀
の
光
』
に
お
い
て
は
西
欧
の
神
学
者
も
関
わ

る
。

　
次
に
、
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
『
日
本
│
一
つ
の
試
論
』
収
録
の
「
大
乗

仏
教
」
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
日
本
仏
教
に
関

し
て
実
際
に
参
照
さ
れ
る
文
献
は
黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
引
用
部
は
涅
槃
の
第
二
章
と
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
で
第
三
章
「
業
報
因
果
」
か

ら
で
あ
る
。

“The aggregate actions of all sentient beings give birth to the 
varieties of m

ountains, rivers, countries, etc.  They are caused 
by aggregate actions, and so they are called agregate fruits.

（
…
） Our present life is the reflection of past actions.  M

en 
consider these reflections as their real selves.  Their eyes, 
noses, ears, tongues, and bodies, as w

ell as their garden, 
w
oods, farm

s, residences, servants, and m
aids, m

en im
agine 

to be their ow
n possessions; but, in fact, they are but results 

endlessly produced by innum
erable actions.  In tracing 

everything back to the ultim
ate lim

its of the past, w
e cannot 

find a beginning; hence it is said that birth and death have no 
beginning. A

gain w
hen seeking the ultim

ate lim
it of the 

future, w
e cannot find the end.”

「
業
の
中
に
就
て
情
類
共
同
の
業
力
を
縁
と
し
て
、
国
土
山
川
の
差
別

を
現
す
、（
中
略
）
今
、
我
が
現
生
は
過
去
の
業
影
な
り
、
業
影
を
執

り
て
自
身
と
言
い
、
内
に
し
て
は
眼
耳
鼻
舌
身
、
外
に
し
て
は
園
林
田

宅
僮
僕
婢
妾
我
が
所
有
の
謂
ひ
を
な
す
。
而
し
て
造
業
無
量
牽
纏
相
引
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乗
仏
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『
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泉
八
雲
作
品
集
』
十
一
巻
、
恒
文
社
、
一
九
六
四
年
、
二
〇
八
頁

　（
19
）ibid., p,250

及
び
同
書
、
二
二
六
頁

（
た
か
つ
か
さ
・
せ
い
え
い
、
仏
教
学
・
浄
土
学
、
佛
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大
学
大
学
院
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る
組
織
的
な
翻
訳
環
境
が
つ
く
ら
れ
、
唯
物
史
観
、
唯
物
哲
学
を
障
害
と
し

な
い
宗
教
、
大
乗
仏
教
思
想
の
西
欧
で
の
理
解
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
引
用
に
よ
り
『
大
乗
仏
教
大
意
』
が
さ
ら
に

多
く
の
学
者
等
へ
影
響
を
広
げ
た
可
能
性
も
推
測
で
き
る
。

　
ハ
ー
ン
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
彼
の
仏
教
に
関
す
る
作
品
に
お
い
て
、

黒
田
眞
洞
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
が
宗
教
あ
る
い
は
日
本
文
化
研
究
に
お
い

て
も
用
い
ら
れ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
今
後
の
日

本
思
想
史
研
究
に
お
い
て
今
一
度
か
え
り
み
ら
れ
る
べ
き
著
書
と
し
て
の
再

評
価
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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